
．
男
子
患
二
気
疾
一
、
左
右
脈
洪
数
、
心
下
瘤
堅
、
大
便
燥
結
、
需
麻

不
し
安
、
語
言
失
し
理
、
称
し
王
称
し
帝
、
余
以
一
一
三
聖
散
］
、
吐
し
之
二
回
、

与
一
一
参
連
白
虎
湯
一
三
十
余
日
而
全
愈
。
」
初
版
、
再
刻
本
と
も
に
筆
頭
に

あ
る
症
例
で
あ
り
、
気
疾
の
三
徴
候
が
身
体
所
見
と
精
神
所
見
そ
れ
ぞ

れ
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
有
三
婦
人
一
、
日
言
、
我
面
今
日
、
加
レ

長
数
寸
、
我
面
今
日
加
レ
短
数
寸
、
蓋
得
三
之
其
性
多
レ
妬
、
其
夫
多
情
、

常
懐
二
醤
悶
一
也
、
長
二
服
三
黄
湯
一
而
愈
、
諸
気
疾
、
作
二
性
状
一
者
、
大

間
の
断
絶
は
、
す
で
に
十
八
世
紀
古
方
派
の
中
に
芽
ば
え
て
い
た
、
気

と
い
う
も
の
へ
の
認
識
に
か
か
わ
る
あ
る
本
質
的
な
態
度
・
ス
タ
ン
ス

の
差
異
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

永
富
独
哺
庵
の
『
漫
遊
雑
記
」
の
中
に
は
永
當
自
身
の
自
験
例
が
記

さ
れ
、
自
ら
徽
毒
を
病
ん
だ
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
気
疾
」
と
い
う

用
語
も
、
そ
う
し
た
性
感
染
症
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
か
ら
つ
む
ぎ
出

さ
れ
た
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
気
疾
」
と
い
う
用
語
は
、
再
刻
本
で
は
ｎ
回
用
い
ら
れ
、
前
半
６
回

は
総
論
、
後
の
５
回
は
症
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
今
世
患
二
徽
毒
一

者
、
多
兼
一
気
疾
一
、
故
処
方
亦
不
レ
兼
二
療
気
之
薬
一
、
則
毒
気
凝
而
難
レ

散
。
」
「
瘻
壁
初
発
、
其
人
無
二
徽
毒
萱
癌
血
之
諸
症
一
而
其
心
下
宿
鞭
弦

急
者
、
多
是
気
疾
也
、
須
下
用
二
吐
方
上
後
長
中
服
鳫
心
之
方
上
。
」
「
蓋
人
多
一
一

思
慮
一
火
易
し
動
、
火
動
則
津
液
澗
、
加
レ
旛
窓
レ
欲
則
因
為
一
一
虚
労
一
、
虚

労
亦
多
二
気
疾
一
・
」
こ
れ
ら
は
総
論
の
前
半
３
回
の
引
用
で
あ
る
。
気
疾

と
い
う
用
語
が
、
徽
毒
、
癌
血
、
虚
労
、
瘻
萱
な
ど
の
用
語
と
並
び
置

か
れ
、
兼
ね
る
と
い
う
言
い
方
で
鑑
別
し
つ
つ
複
合
病
態
を
診
て
治
療

に
当
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

概
皆
如
レ
此
・
」
こ
の
症
例
の
註
解
の
中
で
富
士
川
瀞
は
、
「
気
疾
と
称
す

る
も
の
は
専
ら
情
志
の
滞
う
る
に
因
り
て
現
わ
る
る
と
こ
ろ
の
諸
症
に

し
て
、
内
の
方
、
：
：
・
・
の
七
情
に
傷
ら
れ
て
…
…
今
で
言
え
ば
主
に
…
…

神
経
症
を
概
称
し
、
時
に
は
癩
病
の
一
症
を
も
気
疾
の
中
に
入
れ
、
或

は
精
神
病
の
部
類
に
属
し
て
、
し
か
も
外
か
ら
見
て
癒
狂
と
称
す
べ
き

ほ
ど
の
症
を
も
気
疾
の
中
に
算
せ
し
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
把
握
し

て
述
べ
て
い
る
。

文
献

（
１
）
永
當
独
嚥
庵
「
漫
遊
雑
記
』
好
古
堂
、
明
和
元
年

（
２
）
『
漫
遊
雑
記
嚢
語
」
積
玉
圃
、
文
化
六
年
再
刻
、
『
近
世
漢
方
医
学
書

集
成
皿
」
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年

（
３
房
呈
杢
川
海
『
讓
解
漫
瀞
雑
記
』
中
山
文
化
研
究
所
、
昭
和
十
五
年

（
４
）
富
士
川
英
郎
編
『
富
士
川
瀞
著
作
集
第
六
巻
』
思
文
閣
出
版
、
一
九

八
一
年

（
５
）
土
居
健
郎
『
甘
え
の
構
造
』
弘
文
堂
、
一
九
七
一
年

（
平
成
七
年
三
川
例
会
）

幕
末
の
代
表
的
蘭
学
者
と
し
て
箕
作
玩
甫
（
一
七
九
九
’
一
八
六
三
）

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
数
あ
る
訳
書
の
中
で
「
産
科
簡

明
」
は
刊
行
さ
れ
ず
、
写
本
も
ま
れ
で
「
幻
の
害
」
（
玉
木
存
）
と
い
わ

箕
作
院
甫
「
産
科
簡
明
」
と
原
著
者
及
び
原
著
に
つ
い
て

石

原

力
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れ
る
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
「
恨
ラ
ク
ハ
世
二
其
存
否
ヲ
詳
ニ
セ
サ

ル
コ
ト
ヲ
」
（
佐
伯
理
一
郎
『
日
本
女
科
史
」
）
、
「
此
害
の
全
備
し
た
も
の
を

余
は
見
ぬ
」
（
呉
秀
三
『
箕
作
院
甫
逹
、
「
之
を
見
、
若
く
は
之
を
閲
読
す

る
事
容
易
に
あ
ら
ず
」
（
緒
方
正
清
「
日
本
産
科
学
史
」
）
、
「
原
本
が
不
明
」

（
呉
正
彦
『
箕
作
院
甫
の
研
究
与
な
ど
と
い
わ
れ
て
き
た
。

『
簡
明
』
の
所
在
に
つ
い
て
『
国
書
総
目
録
」
は
乾
々
斎
文
庫
、
即
ち

杏
雨
書
屋
所
蔵
本
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。
『
簡
明
」
の
構
成
は
ａ
巻
之
一

解
剖
学
、
ｂ
巻
之
二
知
生
学
（
人
身
究
理
学
）
、
Ｃ
巻
之
三
上
下
知
生
学
、

ｄ
目
録
、
ｅ
図
解
及
び
図
、
ｆ
巻
之
四
衛
生
保
平
説
よ
り
成
る
が
、
現

在
①
東
大
医
学
図
書
館
史
料
室
所
蔵
の
旧
菊
池
文
庫
↓
呉
［
秀
三
］
文

庫
に
院
甫
自
筆
本
ｄ
ｅ
ｆ
が
あ
る
。
緒
方
正
清
が
箕
作
秋
坪
の
次
男
菊

池
大
麓
男
爵
か
ら
借
り
受
け
閲
読
し
た
の
は
こ
れ
で
、
彼
は
ａ
ｂ
Ｃ
は

み
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
②
呉
文
庫
に
は
北
島
［
謙
］
写
本
（
図
は

田
原
筆
写
本
）
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
も
あ
る
。
③
杏
雨
書
屋
の
旧
藤
浪
剛
一
所
有

本
は
、
私
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
字
体
が
①
と
一
致
す
る
も
の
が
多
く
、

玩
甫
の
自
筆
本
で
、
①
が
稿
本
、
③
は
浄
書
本
と
考
え
ら
れ
る
。
③
で

は
第
十
六
図
に
書
き
込
み
説
明
が
あ
る
等
①
と
違
う
所
が
僅
か
に
あ

る
。
斎
藤
方
策
が
養
子
永
策
に
書
簡
で
④
小
石
元
瑞
所
有
本
の
借
用
を

依
頼
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
小
石
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
小
石
秀

夫
氏
）
。
ま
た
⑤
光
後
玉
江
（
女
医
）
旧
蔵
本
ａ
が
岡
山
県
久
米
郡
中
央
町

興
禅
寺
に
あ
る
（
芝
原
秀
諦
住
職
）
。
こ
の
他
『
医
学
古
書
目
録
」
に
京
都

の
三
宅
宗
雄
氏
所
蔵
本
が
あ
る
が
、
問
合
せ
に
返
答
が
な
か
っ
た
。

『
簡
明
」
の
校
者
田
原
玄
周
綱
（
一
八
一
五
’
六
九
）
は
三
田
尻
の
人
、

天
保
末
か
ら
弘
化
の
頃
江
戸
で
の
玩
甫
門
人
で
、
萩
で
開
業
、
し
ば
し

ば
長
崎
へ
往
来
し
た
。

「
簡
明
」
の
翻
訳
完
了
は
凡
例
に
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
季
秋
中

涜
（
九
月
中
旬
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
モ
ン

「
簡
明
」
の
自
序
、
序
、
凡
例
等
に
よ
れ
ば
、
原
著
者
は
「
仏
蘭
西
蒙

卜
ペ
ル
リ
イ
ル

プ
ロ
へ
ソ
ル
ア
ン
ト
ジ
ュ
ゲ
ス

多
百
而
里
示
、
医
学
之
布
羅
歌
所
児
、
晏
妥
儒
傑
氏
」
、
蘭
語
翻
訳
者
は

プ
リ
ュ
ス
ス
ル

「
其
名
ヲ
載
セ
ス
」
、
発
行
所
は
「
勃
律
斯
児
府
第
八
街
第
三
百
三
十
家

ブ
レ
ス
ト
、
ハ
ン
、
ケ
ム
ペ
ン
書
胄
」
、
発
行
年
は
「
紀
元
千
八
百
二
十

八
年
」
と
な
っ
て
い
る
。

原
著
者
ア
ン
ト
ワ
ヌ
・
デ
ュ
ジ
ェ
ス
シ
昌
昌
扁
口
侭
肝
（
シ
貝
ｏ
旨
①
‐

Ｆ
ｇ
ｐ
ｐ
巴
陪
閂
動
員
ロ
．
ま
た
シ
三
つ
言
の
冒
巨
房
っ
．
と
し
た
も
の
も
あ
る
）

は
、
一
七
九
七
年
一
二
月
一
九
日
冨
腎
耐
吊
病
院
外
科
医
国
閏
吊
‐

シ
こ
い
匡
里
目
と
シ
三
○
言
①
茸
①
甸
○
昌
吊
の
息
子
と
し
て
、
ア
ル
デ
ン
ヌ

県
メ
ジ
エ
ー
ル
市
で
生
ま
れ
た
。
家
系
は
産
科
に
関
係
深
く
、
曽
祖
母

は
助
産
婦
、
祖
母
も
国
ｇ
巳
目
２
に
勤
め
た
助
産
婦
、
叔
母
に
は

国
四
且
①
さ
呂
匡
①
の
愛
弟
子
の
著
名
助
産
婦
で
医
学
面
に
も
業
績
の
あ

っ
た
言
い
国
①
‐
冒
昌
の
①
崗
肖
冨
胃
房
（
旧
姓
ロ
巨
帰
の
）
が
い
る
。
医
学
を

修
め
に
パ
リ
へ
出
、
一
八
一
七
年
イ
ン
タ
ー
ン
の
時
、
小
児
の
病
に
悲

し
み
を
覚
え
た
。
一
九
年
パ
リ
大
学
医
学
部
解
剖
助
手
、
二
一
’
二
五

年
ラ
シ
ャ
ペ
ル
の
名
著
「
分
娩
の
経
験
」
三
巻
を
パ
リ
で
出
版
し
た
。

二
一
年
学
位
論
文
「
新
生
児
疾
患
に
関
す
る
研
究
」
口
頭
試
問
に
合
格

ナ
チ
ュ
ー
ル

（
パ
リ
大
学
）
。
二
三
年
『
発
熱
、
炎
症
及
び
主
要
神
経
病
の
種
類
に
関

す
る
生
理
・
病
理
学
的
試
論
」
出
版
、
受
賞
。
二
四
年
産
褥
神
経
炎
を

五
型
に
分
類
し
て
詳
述
。
大
学
教
授
資
格
論
文
口
頭
試
問
に
合
格
（
パ
リ

大
学
）
。
二
四
或
は
二
五
年
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
医
学
部
産
科
学
教
授
、
外
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原
本
、
即
ち
蘭
訳
本
は
、
宮
下
三
郎
氏
の
指
摘
（
一
九
七
五
）
通
り
、

書
名
『
産
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
翻
訳
』
畠
画
且

科
病
理
学
教
授
兼
外
科
学
教
授
。
二
六
年
「
産
科
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
出

版
。
二
七
年
同
書
の
藺
訳
「
産
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
出
た
。
三
二

年
『
動
物
の
進
化
過
程
に
お
け
る
器
官
の
一
致
に
つ
い
て
の
報
告
」
出

版
。
三
三
年
ラ
シ
ャ
ペ
ル
の
愛
弟
子
助
産
婦
の
国
○
ご
言
医
学
博
士
と

共
著
で
、
名
著
『
子
宮
及
び
そ
の
付
属
器
疾
患
の
経
験
論
考
」
出
版
。

原
発
膣
癌
、
女
性
尿
道
癌
の
最
初
の
記
録
、
胞
状
奇
胎
の
分
類
、
慢
性

（
悪
性
）
潰
瘍
形
成
の
子
宮
頸
切
断
術
、
恥
骨
上
索
（
円
靱
帯
）
靜
豚
瘤

等
の
新
知
見
、
膣
鏡
等
も
含
ま
れ
、
ボ
ワ
ヴ
ァ
ン
の
彩
色
し
た
美
し
い

図
譜
は
一
九
世
紀
末
ま
で
利
用
さ
れ
た
。
三
五
年
『
各
期
に
お
け
る
両

生
類
の
骨
学
的
・
筋
学
的
研
究
」
出
版
、
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
か
ら
受
賞
。

三
六
年
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
医
学
部
長
。
三
八
年
「
ヒ
ト
と
動
物
の
比
較

生
理
学
論
考
』
、
出
版
。
三
八
’
三
九
年
『
比
較
生
理
学
概
論
」
出
版
。

三
八
年
五
月
一
日
モ
ン
ペ
リ
エ
で
逝
去
（
四
○
歳
）
。

『
簡
明
」
の
祖
本
は
「
産
科
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
別
名
、
助
産
学
及
び
助

産
術
提
要
。
付
、
婦
人
と
新
生
児
の
主
要
疾
患
の
説
明
、
及
び
潟
血
と

種
痘
の
概
要
を
含
む
」
盲
目
屋
色
色
○
房
届
凰
呂
①
ゞ
○
巨
冒
８
め
号
匿

の
ｇ
の
弓
、
の
里
・
の
一
㎡
風
。
⑪
の
四
○
，
○
巨
○
彦
冒
扁
巨
⑳
》
の
昌
国
Ｑ
の
一
㎡
×
己
○
里
口
○
コ
Ｑ
①
の

頁
冒
９
℃
巴
隅
日
堅
四
ｓ
隅
号
の
詩
ヨ
ョ
＄
Ｒ
号
の
①
具
ｇ
望
己
巨
ぐ
囲
早
晟
切
輿

８
貝
の
自
画
昌
巨
ロ
冒
腎
討
召
『
一
四
塑
喧
誠
①
里
勿
こ
『
一
画
く
四
月
ヨ
豊
○
ご
）
で
あ

る
。
図
四
五
、
折
畳
図
版
三
葉
、
頁
数
六
十
四
五
○
十
四
九
、
初
版
パ

リ
一
八
二
六
年
、
二
版
パ
リ
三
○
年
、
三
版
モ
ン
ペ
リ
エ
及
び
パ
リ
四

○
年
、
十
二
折
判
。

ｇ
異
号
門
ぐ
①
１
○
⑳
冒
且
の
目
ゴ
里
卑
四
コ
、
ｇ
く
の
『
国
巴
巳
八
折
判
、
頁
数

七
十
四
五
八
、
発
行
所
印
①
輿
く
自
尻
①
日
胃
ロ
）
国
○
①
雪
①
異
Ｏ
８
の
』
‐
》

⑦
囚
陥
冒
閏
冨
ｚ
Ｏ
鶴
昌
三
房
酔
発
行
年
一
八
二
七
年
で
あ
る
。

こ
の
原
本
は
菊
池
大
麓
か
ら
東
大
史
料
編
墓
所
へ
寄
贈
さ
れ
た
蘭
言

の
目
録
（
金
井
圓
氏
）
に
は
な
い
。
ま
た
日
本
所
在
の
藺
害
目
録
を
各
種

マ
カ
ン
ウ
エ
ン

精
査
し
た
が
、
な
い
よ
う
で
あ
る
。
私
は
馬
堪
温
氏
の
御
好
意
で

弓
の
二
８
目
の
匡
耳
画
曼
所
蔵
の
原
本
の
一
部
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
．
タ

イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
は
一
八
二
七
年
と
あ
り
、
『
簡
明
』
序
、
凡
例
の
二

八
年
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
原
本
目
次
か
ら
み
て
、
翻
訳
は
第
一
部
解
剖
、

第
二
部
生
理
、
第
三
部
衛
生
に
限
ら
れ
、
全
体
頁
数
の
三
分
の
一
相
当

で
、
第
四
部
婦
人
の
病
理
、
第
五
部
新
生
児
の
病
理
と
、
付
録
の
潟
血

と
種
痘
に
対
す
る
内
科
・
外
科
的
追
加
は
省
か
れ
、
末
尾
の
図
の
説
明

（
及
び
図
）
が
訳
さ
れ
て
い
る
。
第
四
部
に
は
子
宮
外
妊
娠
、
産
科
鉗
子

術
、
恥
骨
結
合
切
開
術
、
帝
王
切
開
術
等
の
記
載
が
あ
る
が
、
訳
さ
れ

て
い
な
い
。

『
簡
明
」
の
訳
文
は
流
麗
、
正
確
で
、
足
立
長
篇
が
ボ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の

『
産
科
原
理
』
を
訳
し
た
『
産
科
礎
」
と
共
に
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
を
リ
ー

ド
し
た
フ
ラ
ン
ス
産
科
を
、
未
完
成
で
は
あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
紹
介

し
た
こ
と
に
本
書
の
意
義
が
あ
る
。

（
平
成
七
年
三
月
例
会
）
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